
10 日 生 研 だ よ り 嬰■
4響

』漫場箭

ニジマスにおける IChthyosporidium disease
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東京より離れた所を地方と呼ぶ。帯広畜大もいわゆる

地方大学の1つで,地 方であるが故にしみじみと不便を

感じることもある。しかし,地 方は地方で特別の楽しさ

もある。畜産学部家畜病理学教室の看板を掲げていれば

家畜 ・家鶏は勿論,魚 まで舞込んでくる。

帯広郊外の一養魚場で多数のニジマスが斃死し,そ の

数例の材料を卒業生のA君 が持参してきた。これらのニ

ジマスは体表には殆んど変化がなく,肝 の腫大と灰白～

帯黄灰色の結節病巣の多発,腎 および牌に米Y■i大～粟粒

大の灰白色病巣の密発が認められたo

組織学的に最も日につくのは球状をした数 μ～140μ

前後の微生物が集団―弧存性に殆んど全身臓器 (肝・牌

・腎 。心 ・鰹 ・膵 ・胃・幽門垂 ・腸 。生殖巣 ・脳 ・体狽」

筋 )に 認 め ら れ る こ と で あ る 。 こ の 球 状 の も の は DANIEL,

FIsΠ ら の 言 う い わ ゆ る “resting stage"あ る い は SINDEE―

MANN&SCATTERCOODが “quiSCent spore" と 記 載 し て

いる形と一致し,外 側に約 03～ 3μ 前後の無構造の壁

を持ち,そ の中に細胞膜に相当する非薄な膜で囲まれ,

染色質に富む無数の核と顆粒状を示す原形質からなつて

いる (Fig l)。これに対する生体の反応は決して強いも

のではなく,大 単核細胞や巨細胞あるいは薄い繊維性組

織がこれらを囲んでいる。多数の切片について■つ立体

的観察を行なつてみると, この球状のものの他に発育型

と思われる瓢箪形や西洋梨形さらに数百 μにおよぶ 1～

数本の突起状物を出し,核 および原形質は次第にその先

端に移動し′遂には末端部が玉葱状の膨大を示 した り,

数μの小さい球状の微生物の集団を作るものが目につく
(Fig 2の C)。 このような発育は 町phal developnient

導 為 酬 tiら

れる娘胞予の集団を ヽ山」b r〉

こ の 病 は 1893年 HOFERが BrOwn trOutに つ い て Tau

melkrankheitの名で最初に報告し,その後欧州および北

米の淡水 。海水魚でニジマスその他11種の魚類について

報告されてきた IChthyOsporidiunl diseぉeと 形態学的に

一致する。そして原因学については当初原虫として取扱

われていたが現在では徹類に入 り,魚 病の代表的徽性疾

患の1つ と言 う。

文献的には大西洋岸の発生報告が大部分で,太 平洋岸

では RucKERら の報告以外見当らない。 しかし研修会席

上で石田博士のヘピについての御発言,ま た最近の水産

学会 (雀田 :1966)で も日本における発生が報告されて

いる。今回の養魚場でも近海の魚の生内臓を給餌したこ

とから発生 したものらしく,今 後日本水産界で注意を必

要とする疾病の 1つ であろう。 (0)

写真について No l 肝,ア ザン染色, ×2oO No

2 牌,HE,x2oO Aょ りB, Cと 連続している。
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